
 

練馬区立石神井障害者地域生活支援センターういんぐ 地域移行支援部会 

 

１ 専門部会での協議内容等 

⑴  第４期地域移行支援専門部会開催日・内容 

第１回：平成２８年１０月１７日（月） 

  第３期の地域移行支援部会の活動概要を共有し、第４期への引継ぎ事項を確認 

  第２回：平成２９年 ２月 ６日（月） 

    自立支援協議会の報告と地域生活支援拠点の整備について、拠点の機能として 

必要なことや地域で生活するうえで課題となっていることなどを協議 

第３回：平成２９年 ６月２６日（月） 

  第五期障害福祉計画・第一期障害児福祉計画策定に向けて、福祉サービス等に 

関することや施設入所者の地域移行に関することなどを協議 

第４回：平成２９年１０月１６日（月） 

  地域生活支援拠点の整備について意見交換と、ういんぐのピアサポーターの活 

動について説明および意見交換 

第５回：平成３０年 ２月 ５日（月） 

  地域生活支援拠点の整備案について、引き続きの意見交換と知的障害者の地域 

移行の現状について意見交換 

第６回：平成３０年 ６月１８日（月） 

  第４期地域移行支援部会における経過報告と協議 

 

⑵ 協議内容 

① 障害者の地域移行および地域定着の支援に関する協議を行う。 

② 障害者の住まいに関すること。 

 

⑶ 経過 

    第３期地域移行部会においては、精神障害者の地域移行の議論が中心で、知的・

身体および高次脳の障害の方等についても協議をしていく必要があるという課題

がだされ、第４期地域移行支援部会では、精神障害に限らず様々な障害分野での地

域移行について検討するため、委員に知的、身体の事業所も含め検討を行っている。 

 

２ 各委員からの意見等  

【地域移行支援について】 

 ・グループホームが不足、空き家の利用など地域資源活用の可能性の検討が必要。 

・施設からの地域に移る時の住まいを、自己決定できるように選択肢が必要。 

・日中・夜間・土日とトータル的にその人をみていくことが必要。 

・体調が少し悪くても地域で住み続けられる支援の仕組みづくりが必要。 

・都営住宅の建て替えにあわせてグループホーム化が望ましい。 

・区の主導でグループホームを増やしていくことが必要。 
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・知的障害者の特性を理解して必要な支援を組み込んでいく。 

 ・知的障害者は意思決定の機会がほとんどない。自分で自分のことが決められるよ

うな体験の機会を子どものうちから提供する必要がある。 

・障害と介護との連携が必要になっていくため、人材育成と人材の確保が課題。 

・緊急時の対応がきちんと出来るシステムが必要。 

・若いころから高齢になった時のことを考えられると良い。 

・レスパイト・発病防止のための短期利用ができるショートステイが必要。 

・重心の方たちが利用する上でもショートステイに医療・看護をどう取り入れてい

くか検討する必要がある。 

 

【地域生活支援拠点について】 

・高齢分野と障害分野が拠点事業に一緒に取り組む仕組みづくりが必要である。 

 ・緊急時・夜間のコーディネーターの力量が問われる。知的障害者や高次脳機能障

害者など、行動抑制が難しい利用者を地域でどのように受け入れていくか課題。 

 ・24 時間の見守り体制をどうするか。 

 ・知的障害者の体験場所という目的に加えて、精神障害者のレスパイトを目的とし

たショートステイの受け入れ先が必要。 

 ・医療ではない組織が地域づくりに積極的に参加をして、そこに医療が関われると

良い。 

 ・緊急時と拠点を分けて考える必要がある。 

 

【第五期障害福祉計画・第一期障害児福祉計画について】 

 ・福祉サービス等に関することでは専門性の高い相談支援事業の機能の充実が望ま

れる。ショートステイの受け入れ先を増やしていき、体験の場を提供できるよう

にする必要があるのではないか。 

 ・医療的ケアが必要な児童が通所できる施設が足りない。 

 

３ 第４期地域移行支援部会で挙げられた課題等 

① 精神・知的・身体・高次脳機能の障害者の方についての協議をしていく必要が

ある。また、その特性について学ぶ必要もがある。 

② 障害福祉サービスと介護保険との連携が円滑にできるように、人材の育成と確

保。 

③ ショートステイなど体験の場の提供を増やす必要がある。 

④ 当事者の活動を応援して活動の場を広げていく。 

⑤ 意思決定の機会をいかに幼少期より養っていくか。 

⑥ 地域生活拠点を活かした定着支援の仕組みを整える。 

⑦ 医療ニーズの高い障害児を地域でどのように支援をしていくか。 

⑧ レスパイト・発病防止など様々なニーズに応じたショートステイの活用を考え

る。 

⑨ 医療ではない組織が積極的に地域づくりに参加をしていく。 



 

参考 

 

施設入所者の地域移行について 

・ケアマネジメントの手法は大事な視点である。 

・知的障害者は医療にかかる率が高いが、入院する病院がないのも現実である。 

・知的障害者の入所施設が特養化している。 

・施設の卒園者の多数が、その地域のグループホームに住むという地域移行支援を

している所もある。 

・知的障害者の場合、地域に資源がないと一人暮らしは難しい。 

・子どものうちからショートステイの経験をして欲しいと考える。 

・障害特性にあわせて２４時間３６５日の計画が必要になる。ご本人たちは体験す

ることで情報を理解していくので、子どものうちから体験して選択する経験が大

切。 

・ライフステージにあわせた施設を作っていく必要がある。 

 

ういんぐのピアサポーター活動 

＊ぴあまっぷ 第 15 号 （資料６－２） 



「ぴあまっぷ」多くの仲間（ぴあ）にとっての地域での道しるべ（まっぷ）となり、様々な情報をお伝えしたいという思いで名づけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○病棟訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポーター活動報告 ぴあまっぷは地域で暮らす当事者＝仲間（ぴあサポーター）が中心となって作っています。 

第 15 号（Ｖol.15） 
平成 29 年(2017)年１２月２６日発行 

発行責任者：社会福祉法人練馬区社会福祉協議会        
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★慈雲堂病院「かんたん節約料理」【８/１６(水)】 

 一人暮らしをする際の節約のために、カット野菜やミックスベジダブル 

など冷凍食品を用いて、手軽にできる料理をしました。当日は、チャーハン、 

サンドイッチ、焼きそばとラーメンの３グループに分かれて作りました。 

 

 

 

 

  

★大泉病院【９/１５（金）】 

～はたらくことについて～ 

職場、作業所の現場の説明をしました。 

参加者からは退院の道筋、人間関係のこと

についてなどを聞かれました。 

参加者からの強い希望で、少人数のグルー

プで話すことを提案し、 

その後の座談会形式へと 

つながりました。 

 

  

★陽和病院【９/８(金)】 

～きららのカレー昼食会に参加～ 

「天気が良かった。」「外出できて良かっ

た。」「街並みは行ってみないと分からな

い。」「久しぶりに来れて良かった」など

の感想をいただきました。 

バスと電車を乗り継いできてくださっ

て、ありがとうございました。 

また来てくださいね！ 

★東京武蔵野病院 あきぞら祭【１０/１２（木）】 

テレビを用いて作業所マップを披露しました。「作業所って何だろう？」とおっしゃる方

もいました。お話を伺いながら個別にご自宅近くの作業所の情報提供を行いました。 

 

 

  

☆久しぶりのぴあまっぷの発行嬉しいな！ （byすわっち） 

☆本音で語る！（byくに） 

☆来年から学生になるので勉強頑張ります！ （by歩く六法全書志望） 

☆年末年始のために貯金します（byかーねるサンダー） 

☆一人でも多くの人が退院できたらいいな。（byくらげ） 

☆3か月ぶりに来たけれど、またがんばります。（byさんえもん） 

☆夏生まれで、夏が好きな季節なのでわくわくします。（byアッシー） 

つぶやき… 
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退院すると時間を自由に使えるようになります。 

その一方で、自分の身の回りのことを自分でこなすことが、必要になります。 

地域で充実した生活をすごしている方々に、一日の過ごし方を聞いてみました！ 

 

 

 

Ａさん：退院したら地域での生活はみんなどんなふうにすごしているんだろう？ 

Ｂさん：日中の過ごし方は、デイケア、地域生活支援センター、作業所とか自由だよ！ 

Ｃさん：主治医に相談したらいいよ！ 

Ｄさん：働きたい希望、生活のことなどを地域生活支援センターに相談もできるよ！ 

Ａさん：いろいろと教えてくれてありがとう！ 

Ｂ・Ｃ・Ｄさん：どういたしまして！ 

入院中の方々へのメッセージ 

退院前のＡさんの一場面 


